
様式第１号 

令和 5年 6 月 30 日 

 

高知県知事 濵田 省司 殿 

 

〔設置者の名称〕 学校法人 高知理容美容学園  

 

〔代表者の役職〕 理事長 〔代表者の氏名〕 三宮 豊辰  

 

 

大学等における修学の支援に関する法律第７条第１項の確認に係る申請書 

 

○申請者に関する情報 

大学等の名称 高知理容美容専門学校 
大学等の種類 
（いずれかに○を付すこと） 

（大学・短期大学・高等専門学校・専門学校） 

大学等の所在地 高知県高知市中万々８５－３ 

学長又は校長の氏名 近藤 邦夫 

設置者の名称 学校法人 高知理容美容学園 

設置者の主たる事務所の所在地 高知県高知市中万々８５－３ 

設置者の代表者の氏名 三宮 豊辰 
申請書を公表する予定のホーム

ページアドレス 
https://krbs.ac.jp/disclosure.html 

 
※ 以下のいずれかの□にレ点（☑）を付けて下さい。 
 
□ 確認申請 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第１項に基づき確

認申請書を提出します。 
 
☑ 更新確認申請書の提出 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第３項に基づき更

新確認申請書を提出します。 
 
 
※ 以下の事項を必ず確認の上、すべての□にレ点（☑）を付けて下さい。  
☑ この申請書（添付書類を含む。）の記載内容は、事実に相違ありません。 
 
☑ 確認を受けた大学等は、大学等における修学の支援に関する法律（以下「大

学等修学支援法」という。）に基づき、基準を満たす学生等を減免対象者とし

て認定し、その授業料及び入学金を減免する義務があることを承知していま

す。 
 
☑ 大学等が確認を取り消されたり、確認を辞退した場合も、減免対象者が卒業

するまでの間、その授業料等を減免する義務があることを承知しています。 
 
☑ この申請書に虚偽の記載をするなど、不正な行為をした場合には、確認を取



り消されたり、交付された減免費用の返還を命じられる場合があるとともに、

減免対象者が卒業するまでの間、自らが費用を負担して、その授業料等を減免

する義務があることを承知しています。 
 
☑ 申請する大学等及びその設置者は、大学等修学支援法第７条第２項第３号

及び第４号に該当します。 

 

○各様式の担当者名と連絡先一覧 
様式番号 所属部署・担当者名 電話番号 電子メールアドレス 

第１号 事務局・増田栄司 088-825-3111 masuda@krbs.ac.jp 

第２号の１ 教務・清藤千秋 088-825-3111 kiyotou@krbs.ac.jp 

第２号の２ 教務・清藤千秋 088-825-3111 kiyotou@krbs.ac.jp 

第２号の３ 教務・清藤千秋 088-825-3111 kiyotou@krbs.ac.jp 

第２号の４ 事務局・増田栄司 088-825-3111 masuda@krbs.ac.jp 

 

○添付書類 
 
※ 以下の事項を必ず確認し、必要な書類の□にレ点（☑）を付けた上で、これ

らの書類を添付してください。（設置者の法人類型ごとに添付する資料が異な

ることに注意してください。） 
 
「⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置」関係 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表《省令で定める単位数等の

基準数相当分》 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》 
 
「⑵-①学外者である理事の複数配置」関係 
 
☑ 《一部の設置者のみ》大学等の設置者の理事（役員）名簿 
 
「⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人材の複数配置」関係  
□ 《一部の設置者のみ》大学等の教育について外部人材の意見を反映すること

ができる組織に関する規程とその構成員の名簿 
 
「⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表」関係 
 
☑ 客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》【再掲】 
 
その他 
 
☑ 《私立学校のみ》経営要件を満たすことを示す資料 
 
☑ 確認申請を行う年度において設置している学部等の一覧 



  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 高知理容美容専門学校 
設置者名 学校法人 高知理容美容学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

専門課程 

理容科 
夜 ・

通信 
2421 160 無 

美容科 
夜 ・

通信 
2429 160 無 

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
高知理容美容専門学校ホームページ 

https://krbs.ac.jp/disclosure.html 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 高知理容美容専門学校 
設置者名 学校法人 高知理容美容学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学校ホームページ https://www.krbs.ac.jp/disclosure.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 現職（理容店ｵｰﾅｰ） 
R5.5.29～

R7.5. 
危機管理 

非常勤 現職（美容店ｵｰﾅｰ） 
R5.5.29～

R7.5. 
経営管理 

非常勤 現職（理容店ｵｰﾅｰ） 
R5.5.29～

R7.5. 
経営管理 

非常勤 現職（理容店ｵｰﾅｰ） 
R5.5.29～

R7.5. 
情報管理 

非常勤 現職（美容店ｵｰﾅｰ） 
R5.5.29～

R7.5. 
情報管理 

非常勤 
前職（高知県生活衛生営

業指導ｾﾝﾀｰ専務理事） 

R5.5.29～

R7.5. 
法令等遵守 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 高知理容美容専門学校 

設置者名 学校法人 高知理容美容学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

シラバス作成ガイドライン」を通して、シラバスの意義を共有するととも

に、書式、内容、用語の意味等について定めました。そして、このガイドラ

インに沿って、シラバスを作成し、カリキュラムの一貫性とともに、教育

の目的、目標の達成に向けて取り組むことを目的としています。                                              

シラバスには、学生が主体的、自主的に授業での学習を進めることが出来

るように、授業の目的、目標、到達目標、授業計画、成績評価方法などの情

報等について毎年 3 月末までに新年度分を作成し、内容を記載して新年度

当初に公表することにしています。 

授業計画書の公表方法 https://www.krbs.ac.jp/disclosure.html 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学修成果の評価については、「成績評価並びに進級・卒業に関する規程」

により、学科・実技の前期・後期試験(90%)、出席状況(5%)、学習意欲

(5%)によって総合評価を行っている。平常時には、理解度を見極める試験

としてテスト等を随時行い、また、必要時には別途試験を行っている。成

績評価は秀・優・良・可・不可の 5段階で行っている。進級認定について

は、学年にて履修すべき科目の中で、必修科目、選択科目ともに「可」以

上の成績評価が必要であり、総合評価、学費の滞納等を踏まえて、進級判

定会議を経て最終的に校長が決定することにしています。                                          

尚、授業科目ごとの出席状況が 90%未満の場合は定期試験を受験すること

ができず、補修を受講して要件を満たしてから再試験を受験することがで

きます。その場合の合格基準は必修科目は 80 点以上、選択必修科目は 60

点以上としています。                                                            

成績指導・サポ-ト体制については、GPA などの指標に関するグラフや表

など通して、学期ごとに学生一人ひとりの成績の分布状況を把握し、サポ

-トをしていくようにしています。特に、成績評価の下位 4分の 1のゾ-ン

に属する学生に対しては学習指導及びサポ-トを行い、成績の状況によっ

て注意勧告等を行い改善を促していくようにしています。 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

学修成果の評価については、「成績評価並びに進級・卒業に関する規程」に

より、評価は定期試験、出席状況、学習意欲の平均点をもって総合評価を

行っている。評価は秀・優・良・可・不可の 5段階で行い、学期末には GPA

制度に基づき、学期 GPA、年度 GPA、通算 GPA を算出して、学期、学科ごと

に学生一人ひとりの成績の分布状況を把握しながら、その到達目標値に基

づいて学生の学習に関する相談に応じ、指導を行っていくようにしていま

す。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.krbs.ac.jp/disclosure.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業認定については、「成績評価並びに進級・卒業に関する規程」により、

「卒業認定」は 2 年生の履修すべき科目の成績評価が、必修科目、選択科

目ともに「可」以上でなければならない。また、理容師、美容師として、社

会人としての資質・能力等を修得できているか、学費の滞納がなく、卒業

判定会議を経て、最終的に校長が決定している。本校の３つの教育方針と

して、アドミッションポリシ-、カリキュラムポリシ-、ディプロマポリシ-

を公表することにしています。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.krbs.ac.jp/disclosure.html 

 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 高知理容美容専門学校 

設置者名 学校法人 高知理容美容学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 学校ホームページ https://www.krbs.ac.jp/disclosure.html 
収支計算書又は損益計算書 学校ホームページ https://www.krbs.ac.jp/disclosure.html 
財産目録 学校ホームページ https://www.krbs.ac.jp/disclosure.html 
事業報告書 学校ホームページ https://www.krbs.ac.jp/disclosure.html 
監事による監査報告（書） 学校ホームページ https://www.krbs.ac.jp/disclosure.html 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

衛生 専門 理容科 あり なし 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 

昼 

2010 

単位時間／単位 

665 単位

時間 

単位時間

/単位 

1780 単位

時間 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

2445 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40 人 7 人 0 人 3 人 5 人 8 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

「シラバス作成ガイドライン」を通して、シラバスの意義を共有するとともに、書

式、内容、用語の意味等について定めました。そして、このガイドラインに沿っ

て、シラバスを作成していただき、カリキュラムの一貫性とともに、教育の目的、

目標の達成に向けて取り組むことを目的としています。                                              

シラバスには、学生が主体的、自主的に授業での学習を進めることが出来るよう

に、授業の目的、目標、到達目標、授業計画、成績評価方法などの情報等について

内容記載して公表することにしています。 

 

成績評価の基準・方法 

学修成果の評価については、「成績評価並びに進級・卒業に関する規程」により、学

科・実技の前期・後期試験(90%)、出席状況(5%)、学習意欲(5%)によって総合評価を

行っている。平常時には、理解度を見極める試験としてテスト等を随時行い、また、

必要時には別途試験を行っている。成績評価は秀・優・良・可・不可の 5段階で行っ

ている。尚、授業科目ごとの出席状況が 90%未満の場合は定期試験を受験することが

できず、補修を受講して要件を満たしてから再試験を受験することができます。その

場合の合格基準は必修科目は 80 点以上、選択必修科目は 60点以上としています。 

また、学期末には GPA 制度に基づき、学期 GPA、年度 GPA、通算 GPA を算出して、学

期、学科ごとに学生一人ひとりの成績の分布状況を把握しながら、その到達目標値に



  

基づいて学生の学習に関する相談に応じ、指導を行っていくようにしています。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

学修成果の評価については、「成績評価並びに進級・卒業に関する規程」により、学

科・実技の前期・後期試験(90%)、出席状況(5%)、学習意欲(5%)によって総合評価を

行っている。平常時には、理解度を見極める試験としてテスト等を随時行い、ま

た、必要時には別途試験を行っている。成績評価は秀・優・良・可・不可の 5段階

で行っている。                                                       

進級認定については、学年にて履修すべき科目の中で、必修科目、選択科目ともに

「可」以上の成績評価が必要としている。また、総合評価、学費の滞納等踏まえ

て、進級判定会議を経て最終的に学校長が決定するようにしています。尚、授業科

目ごとの出席状況が 90%未満の場合は定期試験を受験することができず、補修を受

講して要件を満たしてから再試験を受験することができます。その場合の合格基準

は必修科目は 80 点以上、選択必修科目は 60点以上としています。                                                     

また、卒業認定については、「成績評価並びに進級・卒業に関する規程」により、

「卒業認定」は 2年生の履修すべき科目の成績評価が、必修科目、選択科目ともに

「可」以上でなければならない。また、理容師として、社会人としての資質・能力

等を修得できているか、学費の滞納がなく、卒業判定会議を経て、最終的に校長が

決定している。 

 

学修支援等 

（概要）【様式第２号の３より再掲】 

学修支援等については、教育の質保証のため、授業計画の明確化、GPA 制度、成績

評価基準、学習方法等のシラバスへの記載の徹底等を進めています。学生サポ-ト制

度では担任を主に修学指導、学生生活相談、就職活動などの面から、受け持ち学生

を常時把握して適切な支援をしていくようにしています。                                      

また、GPA 制度を通して、学期ごとに学生一人ひとりの成績の分布状況を把握し、

責任をもってサポ-トをしていくようにしています。特に、成績評価の下位 4 分の 1

のゾ-ンに属する学生に対しては成績の状況によって注意勧告等を行い改善を促して

いくようにしています。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0 人 

（0％） 

0 人 

（  ％） 

0 人 

（  ％） 

0 人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

（就職指導内容） 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

（備考）（任意記載事項）入学年度において理容科入学生０人 



  

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 0 人 0 人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

衛生 専門 美容科 あり なし 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 昼 2010 単位時間 
753 単位

時間 

単位時間

/単位 1774 単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

2527 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

160 人 100 人 0 人 6 人 7 人 13 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）【様式第２号の３より再掲】 

「シラバス作成ガイドライン」を通して、シラバスの意義を共有するとともに、書

式、内容、用語の意味等について定めました。そして、このガイドラインに沿っ

て、シラバスを作成していただき、カリキュラムの一貫性とともに、教育の目的、

目標の達成に向けて取り組むことを目的としています。                                              

シラバスには、学生が主体的、自主的に授業での学習を進めることが出来るよう

に、授業の目的、目標、到達目標、授業計画、成績評価方法などの情報等について

内容記載して公表することにしています。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要）【様式第２号の３より再掲】 

学修成果の評価については、「成績評価並びに進級・卒業に関する規程」により、学

科・実技の前期・後期試験(90%)、出席状況(5%)、学習意欲(5%)によって総合評価を

行っている。平常時には、理解度を見極める試験としてテスト等を随時行い、また、

必要時には別途試験を行っている。成績評価は秀・優・良・可・不可の 5段階で行っ

ている。尚、授業科目ごとの出席状況が 90%未満の場合は定期試験を受験することが

できず、補修を受講して要件を満たしてから再試験を受験することができます。その

場合の合格基準は必修科目は 80 点以上、選択必修科目は 60 点以上としています。                                                      

また、学期末には GPA 制度に基づき、学期 GPA、年度 GPA、通算 GPA を算出して、学

期、学科ごとに学生一人ひとりの成績の分布状況を把握しながら、その到達目標値に

基づいて学生の学習に関する相談に応じ、指導を行っていくようにしています。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）様式第２号の３より再掲】 

学修成果の評価については、「成績評価並びに進級・卒業に関する規程」により、学

科・実技の前期・後期試験(90%)、出席状況(5%)、学習意欲(5%)によって総合評価を

行っている。平常時には、理解度を見極める試験としてテスト等を随時行い、ま



  

た、必要時には別途試験を行っている。成績評価は秀・優・良・可・不可の 5段階

で行っている。                                                       

進級認定については、学年にて履修すべき科目の中で、必修科目、選択科目ともに

「可」以上の成績評価が必要としている。また、総合評価、学費の滞納等踏まえ

て、進級判定会議を経て最終的に学校長が決定するようにしています。尚、授業科

目ごとの出席状況が 90%未満の場合は定期試験を受験することができず、補修を受

講して要件を満たしてから再試験を受験することができます。その場合の合格基準

は必修科目は 80 点以上、選択必修科目は 60点以上としています。                                                     

また、卒業認定については、「成績評価並びに進級・卒業に関する規程」により、

「卒業認定」は 2年生の履修すべき科目の成績評価が、必修科目、選択科目ともに

「可」以上でなければならない。また、美容師として、社会人としての資質・能力

等を修得できているか、学費の滞納がなく、卒業判定会議を経て、最終的に校長が

決定している。 

 

学修支援等 

（概要）【様式第２号の３より再掲】 

学修支援等については、教育の質保証のため、授業計画の明確化、GPA 制度、成績

評価基準、学習方法等のシラバスへの記載の徹底等を進めています。学生サポ-ト制

度では担任を主に修学指導、学生生活相談、就職活動などの面から、受け持ち学生

を常時把握して適切な支援をしていくようにしています。                                      

また、GPA 制度を通して、学期ごとに学生一人ひとりの成績の分布状況を把握し、

責任をもってサポ-トをしていくようにしています。特に、成績評価の下位 4 分の 1

のゾ-ンに属する学生に対しては成績の状況によって注意勧告等を行い改善を促して

いくようにしています。 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 47 人 

（100％） 

0 人 

（  0％） 

45 人 

（95.7％） 

2 人 

（  4.3％） 

（主な就職、業界等） 

美容業 

（就職指導内容） 

求人票の見方、履歴書の書き方のレクチャー及び模擬面接の実施 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

美容師資格、ｻｰﾋﾞｽ接遇実務検定、ネイリスト技能検定、ヘッドスパ検定、まつ毛ｴｸｽ

ﾃﾝｼｮﾝ技術者検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  103 人 15 人  14.6％ 



  

（中途退学の主な理由） 

進路変更及び健康上の理由による 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 保護者との連絡を密に取り、適宜に三者面談等の実施 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

 理容科  100,000 円 852,000 円 342,000 円 
教材費 33 万、諸費 1万 2千 

 

 美容科 100,000 円 852,000 円 342,000 円 
教材費 33 万、諸費 1万 2千 

 

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.krbs.ac.jp/disclosure.html 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

本校の設置する各学科のより実践的な職業教育の質を確保するため、教育活動の

観察や意見交換等を通じて、自己評価の結果を評価することを目的とした委員会

を置く。評価結果の意見を学校運営計画の一環として目的に沿って、授業や行事に

活用する。 

委員会を構成する委員は、校長及び学科長、学科主任、事務長の他、本校の職員以

外の者で、卒業生、地域住民、地元企業関係者、高等学校関係者、その他教育に関

する有識者の内から校長が委員として委嘱する。 

 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

卒業生 R5.4.1～R7.3.31 美容業 

地域住民 R5.4.1～R7.3.31 理容業 

その他教育に関する有識者 R5.4.1～R7.3.31 美容業 

関連業界 

 

R5.4.1～R7.3.31 理容・美容業 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.krbs.ac.jp/disclosure.html 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 



  

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.krbs.ac.jp/disclosure.html 

 

 


